鈴鹿亀山地区広域連合第10期介護保険事業計画策定業務の委託に係る
公募型プロポーザル実施要領

１　業務概要
（１）業務委託名

鈴鹿亀山地区広域連合第10期介護保険事業計画策定業務

（２）業務の目的

鈴鹿亀山地区広域連合（以下「広域連合」という。）では、令和５年度に第９期（令和６年～８年度）介護保険事業計画（以下「第９期計画」という。）を策定し、介護保険事業の持続可能で円滑な運営をめざし、地域で支え合う仕組みの充実と地域共生社会の実現、地域包括ケアシステムの深化・推進に取り組んでいる。
第10期（令和９年～11年度）介護保険事業計画（以下「第10期計画」という。）を国の指針に沿って策定するにあたり、介護保険制度に関する現状と課題、ニーズや意識等を把握するためのアンケートを実施し、その結果を分析して計画に反映させることに加えて、第９期計画における事業の検証、分析を行い、人口、被保険者数、認定者数、サービス給付の見込み量等の将来推計と保険料の算定を行うとともに、施策の実施状況、介護保険制度改正の内容等を踏まえ、ニーズと根拠に基づいた第10期計画の策定をするものである。
ついては、豊富な経験と高い専門知識を有する外部の専門機関へ業務委託するため、企画提案の募集を行う。
（３）業務内容

別添「鈴鹿亀山地区広域連合第10期介護保険事業計画策定業務委託仕様書（以下、「仕様書」という。）」による。

（４）履行期間
　　　契約締結の日から令和９年３月31日まで

（５）見積上限額

８，０００，０００円（消費税及び地方消費税を含まない）
また、税法の改正により消費税等の税率が変動した場合にあっても、上限額の見直しは行わない。
２　参加資格等

鈴鹿亀山地区広域連合契約規則（鈴鹿亀山地区広域連合の契約事務については、鈴鹿市契約規則（昭和41年鈴鹿市規則第18号）の例による。）に基づく。

（１）参加者の資格

① 鈴鹿市契約規則（昭和41年鈴鹿市規則第18号）第３条第４項に規定する「入札参加資格者名簿」に、希望業種（大分類）調査検査業務のうち、（中分類）の（2708）計画策定・コンサルティングの（品目）01基本計画策定・02総合計画・03各種計画策定のいずれかで登録がされている者。
　　なお、本件に関しては複数の事業者の共同による参加は認めない。
②鈴鹿市建設工事等資格停止措置要綱（平成11年鈴鹿市告示第148号）の規定による資格停止の措置を受けていない者であること。
③地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第167条の４の規定に該当しないこと。
④国税及び地方税を滞納していないこと。
⑤広域連合と円滑な連絡調整ができる地域（県内又は愛知県）に本社、支社又は営業所を有し、１時間以内で来庁できること。
⑥経営不振（会社更生法による更生手続開始の申立て、民事再生法による再生手続開始の申立てなどがなされている）の状態にないこと。
⑦鈴鹿市暴力団排除条例（平成23年鈴鹿市条例第２号）第２条第１号に規定する暴力団及び同条第２号に規定する暴力団員でないこと。
⑧国、地方公共団体等の行政機関において、令和２年度から令和６年度までの５年間に本業務と同等以上の業務を受託した実績を有すること。
（２）参加者からの除外
① 上記（１）のいずれかの要件を欠くことになったとき。

② 提出書類に虚偽の記載があったとき。

③ 法的整理が開始されるなど、いわゆる「倒産状態」となったとき。
④ 威圧その他の行為により公正かつ円滑な選定を妨げたとき。

⑤ 提案内容の見積額が、見積上限額を超えるとき。

３　選定スケジュール

	
	項　　目
	日程　※全て令和７年
	備　　考


	１
	公募期間
	本実施要領を公表の日から
７月８日（火）17時まで
	広域連合ウェブページに掲載

	２
	質問書の提出期限
	６月24日（火）15時まで
	電子メール

	３
	質問に対する回答
	７月１日（火）（予定）
	広域連合ウェブページに掲載

	４
	参加表明書及び企画提案書等の提出期限
	７月８日（火）17時まで
	持参又は郵送（必着）

	５
	企画提案プレゼンテーションの実施
	７月24日（木）（予定）
	

	６
	審査の結果通知
	７月28日（月）（予定）
	


４　説明会
　　実施しない。

５　質問の受付及び回答

（１）質問の受付
本業務に質疑がある場合は、質問書（様式４）をＥ-mailでskkaigo@mecha.ne.jpまで提出すること。口頭による質疑は受け付けない。

受付期限　令和７年６月24日（火）15時まで
（２）質疑の回答
提出された質問書に対する回答は、広域連合ウェブページに掲載する。
６　参加表明書及び企画提案書の提出
（１）提出期限　令和７年７月８日（火）17時まで
（２）提出方法
①事務局に持参又は郵送で提出すること。郵送による場合は提出期限内に必着であることから、到着を確認すること。
②指定された様式等により必要部数を提出すること。
③企画提案書等の分割提出は認めない。
④提出書類はいかなる場合でも返却しない。
⑤提出書類に不備が認められた場合は補正を求める場合がある。
⑥⑤の場合を除き差替え等は認めない。
⑦提出書類の作成及び提出に要する費用の一切は、提案者の負担とする。

（３）企画提案書　正本１部、副本６部
　　①文字は11ポイント以上とし、フォントは任意とする。

②企画提案書の作成要領に定める書類を項目ごとにインデックスを付け、全体をバインダー等で綴ること。
【企画提案書の作成要領】
	項目
	内容

	参加表明書（様式１、様式１別紙）
	正本のみ提案者の会社印及び代表社印を押印し、残り８部は副本とする。

	類似業務受注実績（様式２）及びその契約書の写し
	・国・自治体から受託し完了した高齢者福祉計画又は介護保険事業計画の策定に係る業務実績について記載すること。
・電子媒体の成果物（計画書）を添付すること。

	業務実施体制調書 （様式３）
	・本業務の実施の取組み体制を記入すること。

・役割の欄には本委託業務における担当分野や業務内で担う役割を記入すること。
・総括責任者はその旨を役割担当業務欄に記入すること。
・統括責任者・担当者・補助担当者の計３人の実施体制が望ましい。

	企画提案書 

（Ａ４判様式任意表紙含めて１５枚以内）
	・企画提案は１事業者１提案とする。

・企画提案の表紙には提案事業タイトルと提案者名を記入すること。

・本様式に限りＡ３判も可とするが、Ａ３判を用いる場合は１枚をＡ４判２枚として計算する｡

・全体にページを付け、目次を付けること。

・仕様書の業務内容の事項について、もれなく提案を行うこと。
・提案趣旨やアピールしたいポイントを分かりやすく記述すること。

	見積書 

（Ａ４判様式任意） 
	・見積書には必ず各年度に分けた直接経費（人件費等）及び間接経費の積算根拠を明示した経費内訳明細書を添付すること。 

・見積書の宛先に「鈴鹿亀山地区広域連合長」を、件名に「鈴鹿亀山地区広域連合第10期介護保険事業計画策定業務」と明記すること。 

・見積書については正本１部のみ契約権限受任者印を押印し、副本は複写可とする｡ 


７　審査方法
　参加者の提出書類に基づき、「鈴鹿亀山地区広域連合第10期介護保険事業計画策定業務委託事業者選定委員会」（以下「選定委員会」という。）において、プレゼンテーション審査を行い、審査の合計点が最高得点の者から順に優先交渉権者第１位、第２位を決定する。
　ただし、全体配点の50％未満の提案者は優先交渉権者とはしない。
（１）審査
選定委員会の委員が、参加者のプレゼンテーションを受けた後、ヒアリングを実施し評価基準により採点を行う。
ただし、参加者が５事業者以上ある場合は、選定委員会において事前に書類選考（主に関連業務の実績により選考）を行うことがある。
プレゼンテーションの際に使用する資料は、提出された企画提案書のみとし、追加資料の配付は認めない。また、プレゼンテーションは、本業務の主担当者となる者が実施すること。
審査には、事務局担当が同席し、ヒアリングに参加することがある。

実 施 日　令和７年７月24日（木）（予定）
時間配分　１参加者につき30分程度
プレゼンテーションは20分以内とする。
場　　所　三重県鈴鹿市神戸一丁目18番18号（鈴鹿市役所西館３階）
鈴鹿亀山地区広域連合事務所内　会議室
※　時間は、参加者に個別に通知する。

（２）審査結果
選定委員会において優先交渉権者を決定後、速やかに参加事業者全員に文書で通知する。
また、審査結果については、広域連合ウェブページで公表する。
なお、結果についての異議申し立ては一切受け付けないので、留意すること。
（３）協議
　　　優先交渉権者第１位となった者と契約内容などについて協議を行うこととする。ただし、第１位の者との協議の結果、契約に至らなかった場合は第２位の者と交渉を行うこととする。
８　提案者の失格及び提案書の無効に関する事項
（１）参加者及び提案書が本実施要領に適合しない場合

（２）提出書類に虚偽の記載をした場合
（３）正常な提案の執行を妨げるなどの行為があった場合
（４）審査の公平性を害する行為があった場合
（５）前各号に定めるもののほか、著しく信義に反する行為等により選定委員会が失格であると認めた場合
９　契約
（１）契約の締結
　　優先交渉権者第１位となった者と契約に向けた最終協議を行い、契約を締結する。
　　　ただし、提出された企画提案書に記載の内容が、全て業務委託の内容になるとは限らない。
（２）契約保証金
　　契約には契約保証金を要する。ただし、鈴鹿市契約規則（昭和41年鈴鹿市規則第６号）第27条に該当する場合は、全部又は一部を免除することができる。
（３）契約の解除
　　契約を締結後に不正や虚偽の記載等が明らかになった場合は、契約を解除できるものとする。
１０　その他
（１）参加不参加の自由

参加の有無は自由とし、不参加の場合であっても、以後不利益な取扱いを受けることはない。

（２）費用負担

審査結果にかかわらず、企画提案書の作成やプレゼンテーションへの参加のために要する費用の一切については、参加者の負担とする。

（３）提出資料の帰属　

提出資料は本広域連合に帰属するものとし、返却はしない。

１１　問合せ先
鈴鹿亀山地区広域連合　介護保険課　管理グループ
〒５１３－０８０１
三重県鈴鹿市神戸一丁目18番18号（鈴鹿市役所西館３階）

ＴＥＬ：０５９‐３６９－３２０４（直通）
ＦＡＸ：０５９‐３６９－３２０２
Ｅ-mail：skkaigo@mecha.ne.jp
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